第１条　遺言者は、遺言者の有する一切の財産を、遺言者の夫川越一郎（昭和○年○月○日生）に相続させる。

第２条　遺言者の死亡以前に前記夫川越一郎が死亡していた場合は、遺言者は、遺言者の有する一切の財産を、前記夫川越一郎の姉坂戸竹子（昭和○年○月○日生、住所：埼玉県東松山市○○○○）に包括して遺贈する。

第３条　遺言者は、この遺言の遺言執行者として前記夫川越一郎を指定する。ただし、前記夫川越一郎が死亡した場合または前記夫川越一郎が遺言執行者に就職しなかった場合は、遺言者は、この遺言の遺言執行者として前記坂戸竹子を指定する。
